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文書の更新
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l ソフトウェアのバージョンを示すソフトウェア・バージョン番号
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このサイトを利用するには，HP Passportのアカウントが必要です。アカウントを持っていない場合は，HP Passportの
［サインイン］ページで［アカウントを作成］ボタンをクリックします。

サポート
次のHPE ソフトウェア・サポート Web サイトを参照してください。https://softwaresupport.hp.com

このWeb サイトでは，連絡先情報と，HPE ソフトウェアが提供する製品，サービス，およびサポートについての詳細が

掲載されています。

HPE ソフトウェア・サポートではセルフソルブ機能を提供しています。ビジネス管理に必要な，インタラクティブなテクニカ

ル・サポート・ツールに迅速かつ効率的にアクセスできます。有償サポートをご利用のお客様は，サポート Web サイト

の次の機能をご利用いただけます。

l 関心のある内容の技術情報の検索
l サポート・ケースおよび機能強化要求の提出および追跡
l ソフトウェア・パッチのダウンロード
l サポート契約の管理
l HPEサポートの連絡先の表示
l 利用可能なサービスに関する情報の確認
l ほかのソフトウェア顧客との議論に参加
l ソフトウェアのトレーニングに関する調査と登録

ほとんどのサポート・エリアでは，HP Passportユーザとして登録し，ログインする必要があります。また，多くの場合，

サポート契約も必要です。HP Passport ID を登録するには，https://softwaresupport.hp.comに移動して［登録］を

クリックします。

アクセス・レベルの詳細に関しては次を参照してください。

https://softwaresupport.hp.com/web/softwaresupport/access-levels

HPE ソフトウェア・ソリューション& 統合およびベスト・プラクティス

HPE ソフトウェア・カタログの製品がどのように連動し，情報を交換し，ビジネス・ニーズを解決するかを調べるには，

HPE Software Solutions Now(https://softwaresupport.hp.com/group/softwaresupport/search-result/-
/facetsearch/document/KM01702710 )にアクセスします。

広範なベスト・プラクティス関連の文書および資料にアクセスするには，Cross Portfolio Best Practices Library
(https://hpln.hpe.com/group/best-practices-hpsw)にアクセスします。
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第1章 :はじめに
本書では， Operations Manager iの概要と， ITサービスおよびインフラストラクチャの効率性を向上させる方法

について説明します。

本書の構成
本書には，次の情報が含まれています。

l 「Operations Manager iの概要」(9ページ) :
最も重要な機能に関するハイレベルの概要により， IT環境のパフォーマンス，可用性，効率性を向上させ

るためのOperations Manager iの使用方法について理解できます。

l 「オペレータのワークフロー」(28ページ) :
ITオペレーションのオペレータであるDaveの典型的な一日，および彼が自分の日常タスクの優先度を決め

るためにイベント管理をどのように使用するかについての説明

l 「監視開発者のワークフロー」(33ページ) :
ITオペレーションの監視開発者であるMikeの役割と，彼が新しいアプリケーションをどのように監視するかに

ついての説明

l 「ITオペレーション・システム管理者のワークフロー」(36ページ) :
Matthewの役割と，彼がどのようにOperations Manager i環境を監視し，自分のドメインですべてのアプリ

ケーションとサーバが統合されるようにオペレーション・インフラストラクチャを設定するかについての説明

l 「アプリケーションの専門家のワークフロー」(39ページ) :
Aliceの役割と，彼女がどのように自分のドメインにあるすべてのアプリケーションとサーバに対する汎用監視

ソリューションを設定するかについての説明。
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対象読者
本書は，次のユーザを対象としています。

l ITオペレーション・オペレータ

l これらの企業アプリケーション向けの監視シナリオを設計するDB，Exchange，SAPなどの主題専門家

l ITオペレーション監視開発者

l ITオペレーション・システム管理者

l ITオペレーション・アプリケーション管理者

OMiコンセプト・ガイド
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第2章 : Operations Manager iの概要
本章では，Operations Manager iの概要と， ITサービスおよびインフラストラクチャの効率性を向上させる方法

について説明します。

本章では，構造上の概要を含め，Operations Manager iをBusiness ServiceManagement(BSM)ソリューショ

ンに適合させる方法を示し，基本的な概念について説明します。

本章の内容

l 「BSMソリューション向けのオペレーション・ブリッジ」(9ページ)
l 「統合されたイベントおよびパフォーマンス管理」(11ページ)
l 「構造化された問題解決」(15ページ)
l 「管理パック」(17ページ)
l 「複数のサーバによるスケーラブルなアーキテクチャ」(19ページ)
l 「Monitoring Automation」(21ページ)
l 「統合インタフェース」(24ページ)
l 「Business Value Dashboard」(25ページ)
l 「ユーザのロールと作業範囲」(26ページ)

BSM ソリューション向けのオペレーション・ブリッジ
OMiは，完全な Business ServiceManagement (BSM)監視ソリューション向けのイベント管理の基盤です。ま

た，オペレーション・ブリッジとして，すべての ITインフラストラクチャ監視機能を中央イベント・コンソールに統合

し，インフラストラクチャに依存する ITサービスにイベントを関連付けます。このため，ユーザは，ビジネス・サービ

ス管理と ITインフラストラクチャ管理の両方に対して同じプロセスを適用する，共通の構造化イベント管理モ

デルを有効に使用することができます。

OMiは，インフラストラクチャ管理とアプリケーションおよびビジネス・サービス管理をリンクします。また，Business
Process Monitor(BPM)，Real User Monitor(RUM)，Service Level Management(SLM)などのHPE Application
Management コンポーネントのイベントを，OM，HPE Network NodeManager i(NNMi)などのシステムおよびネッ

トワーク製品のイベントと結合します。これにより，監視対象の環境で発生したすべてのイベントを追跡できま

す。

次の図に，OMiがBSMソリューションのオペレーション・ブリッジとなる，典型的なデプロイメントの例を示します。

OMiは自動化された監視，および複数の外部アプリケーションの統合を提供します。

インフラストラクチャのサーバ，ネットワーク，アプリケーション，ストレージ，その他の ITサイロから発生するすべての

イベントおよびパフォーマンス管理は，拡張された中心のイベント・コンソールの単一のイベント・ストリームに統

合されます。コンソールには，該当するオペレータ・チームへの監視警告が表示されます。
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インフラストラクチャのサーバ，ネットワーク，アプリケーション，ストレージ，その他の ITサイロから発生するすべて

のイベントおよびパフォーマンス管理は，拡張された中心のイベント・コンソールの単一のイベント・ストリームに統

合されます。コンソールには，該当するオペレータ・チームへの監視警告が表示されます。

分散型の IT環境における問題の迅速な特定，監視，トラブルシューティング，レポート，解決を行うことができ

ます。これらの機能により，ビジネスの効率性および生産性に加え，監視環境でのインフラストラクチャおよび

サービスのパフォーマンスと可用性を向上させることができます。OMiは，ビジネス・サービスの品質が低下する前

にイベント関連の問題を見つけ，解決するのに役立ちます。オペレータが主題専門家の関与なしで問題を解

決できるようにするためのツールが提供されています。これにより，主題専門家は自由に戦略的活動に集中で

きます。

複数のソースからのデータ取得

イベントは，発生場所に関係なく一体的に処理および管理されます。

イベント・ソースの例は，次のとおりです。

l OMiによって設定されたHPE Operations Agents
l HP Operations Manager for UNIX(HPオペレーション管理サーバがHP-UX，SPARC Solaris，または x64
RHELプラットフォームで実行 )

l HP Operations Manager forWindows
l HPE Network NodeManager i(NNMi)
l HPE Business Process Monitor(BPM)

OMiコンセプト・ガイド
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l HPE Real User Monitor(RUM)
l HPE SiteScope
l HPE Systems Insight Manager
l サードパーティ管理ソフトウェア。通常は，Microsoft Systems Center Operations ManagerまたはOracle
EnterpriseManagerなどのその他のソリューション・コンポーネントによって監視されない，特定の環境または

特殊なニーズの監視に使用されます。Microsoft SCOM，Nagios， IBM Tivoliなどのサードパーティ管理ソフ

トウェアをHPE OMiに統合するためのコネクタも HPE Live Network Content Marketplaceから入手できま

す。

統合されたイベントおよびパフォーマンス管理
オペレーション・ブリッジでは，複数のソースからのすべてのタイプのイベントが集中型のコンソールに統合されま

す。「パースペクティブ」は，オペレータが担当するイベント関連の異なるレベルの情報を提供します。たとえば，

一般的なイベント処理はイベント・パースペクティブで実行され，状況パースペクティブではそのイベントに関する

追加のサービス状況関連情報が提供されます。これらのパースペクティブは，イベント・ブラウザを中心とします。

イベント情報

イベントによって，管理対象の IT環境での重要なオカレンスがレポートされます。これらはドメイン・マネージャに

よって生成され，OMiに転送されてからRTSMの関連する構成アイテム(CI)にマップされます。これらのイベント

は，解決のためオペレータに割り当てられます。イベント・ブラウザでは，オペレータは作業が必要なすべてのアク

ティブ・イベントの完全な概要を表示できます。イベントの重大度，イベントのタイプとカテゴリ，イベントのソー

ス，イベントの時間と場所，影響を受ける構成アイテムなどの情報を表示できます。

イベントは「ライフサイクル」を通過します。これは，イベントのステータスを表示および監視するための通知方法

です。オペレータのワークフローは，イベントのライフサイクルに基づいています。イベントのライフサイクルの状態

は，そのイベントの原因となった問題に対する調査の進捗を示します。イベントに割り当てられているオペレータ

は調査をオープンし，イベントの根本的な問題への解決策を探します。次に，専門家が提案された解決策を

評価し，その解決策によってイベントの原因となった問題が解決されるかどうかを検証し，イベントをクローズし

ます。これによりライフサイクルが完了します。

オペレータは，イベント・ブラウザを自分の通常のワークフローの要件に合わせて設定できます。イベント・ブラウザ

のコンテンツは，選択したビューまたは構成アイテムに従ってフィルタされます。オペレータは，自分のニーズに合

わせて新しいフィルタの設定や既存フィルタの変更を行い，表示される情報を変更できます。イベント・ブラウザ

のコンテンツをフィルタすることにより，オペレータは最も有用な情報に集中できます。たとえば優先度が最も高

いイベントを特定し，ビジネス・サービスへの影響を最小化するために最初に作業が必要なイベントを決定する

場合などです。ユーザとグループを設定し，それらに関連するビューでフィルタされたイベントのみを見られるように

もできます。

HPEまたはサードパーティ会社からのデータ・コレクタを設定し，イベントをOMiに転送できます。イベントはサー

バ間で同期されます。たとえば，OMiとOMでは，イベントの状態とメッセージが同期されます。OMiのオペレータ

がイベントを終了すると，通知が自動的にOMに送信されます。同様に，OMではOMiに対してメッセージの

承認に関して通知を行い，OMiでは対応するイベントのライフサイクルの状態が自動的に「クローズ済み」に更

新されます。

オペレータはイベントに追加情報を加えることができます。たとえば，以降の問題解決を支援するための注釈，

またはすでに取られたアクションを文書化するための注釈をイベントに追加します。

終了したイベントは，自動的に［終了したイベント ブラウザ］に移動されます。オペレータは終了したイベントのリ

ストにアクセスして，これらのイベントを類似した問題を解決するための参照として使用できます。
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特定の主題専門家の注意が必要なイベントについては，オペレーション・ブリッジでこれらのイベントを適切なオ

ペレータに転送できます。たとえば， ITオペレーション・システム管理者は通知がオペレータに，エスカレーションが

深刻化したイベントの管理と根本的な問題の解決に専念できる適切なヘルプ・ディスク・オペレータにそれぞれ

転送されるようにシステムを設定できます。

監視ダッシュボード

監視ダッシュボードでは，監視環境からのイベントの簡単な概要が提供されます。これを使用して，環境の状

況を迅速に評価し，注意が必要な領域を特定できます。

監視ダッシュボードにより，次を行うことができます。

l 監視環境の概要の取得

l 日次管理オペレーションに対する開始ポイントの可視化

l イベント・ブラウザへのイベント・フィルタの迅速な適用

l イベント作業時の監視環境の監視

監視ダッシュボードには，ビルディング・ブロックとしてウィジェット (スタック・ウィジェット，パイ・ウィジェットなど)を使用

したステータス情報が表示されます。ウィジェットではそれぞれイベント・フィルタ，ビュー，またはその両方が参照

され，フィルタの基準に一致するイベントのステータスおよび参照されたビューに含まれる構成アイテムに関連す

るイベントのステータスのみが表示されます。これによりカスタマイズしやすくなります。

次の図に，監視ダッシュボード画面を示します。

状況情報

イベントベースのデータとともに，イベント・ブラウザではイベントによって影響を受ける関連 CIを表示できます。さ

らに，イベント・タイプ・インジケータ(ETI)，状況インジケータ(HI)，主要管理指標 (KPI)などのOMi状況データ

が，イベントのコンテキストで関連するCIの状況を評価するために使用されます。

サーバなどのデバイスの場合，そのサーバに直接関連付けられた問題の重大度が，サーバに関連付けられた

デバイスに関する情報と照合され，結合されます。結合されたデータは，オブジェクトの全体の状況を示す主要

管理指標を評価し設定する計算ルールに渡されます。
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第2章 : Operations Manager iの概要

HPE Operations Manager i (10.10) 12 / 42ページ



次の図に，［Health Perspective］画面を示します。［ヘルストップビュー］には，イベントに関連するオブジェクト

間の関係の階層概要が表示されます。

オブジェクトの状況ステータス，そのKPI，および状況インジケータの関連オブジェクトの状況への影響を確認で

きます。たとえば，ナビゲートして隣接 CIの状況をチェックすることができます。この情報を使用して，集中するイ

ベントを分析したり，可用性を最大化し，ビジネス・サービスへの悪い影響を最小化するためにイベント処理の

優先度を決めたりできます。また，担当するイベントとCIのみを表示するビューを選択することもできます。

イベント相関

大きな環境で，最も大きな課題の1つは，さまざまなソースから発生する大量のイベントの管理方法です。こ

の大量のデータ内での目的は，ビジネス・サービスに大きく影響するイベントを特定することです。そのため，イベ

ント・ブラウザに表示するイベント数を最小化することが重要です。また，適切に管理されていない場合は SLA
(Service Level Agreement)での違反の原因となるイベントを強調表示し，ヘルプ・デスク・システムでインシデン

トを生成することがさらに重要になります。

イベント相関は，ビジネス・サービス管理と ITインフラストラクチャ管理を統合する重要な役割を果たします。こ

こではサービスの障害をサービスが依存する ITインフラストラクチャの特定の障害まで追跡できます。

OMiは，次の形式のイベント相関を使用して，イベントを自動的に相関します。

l 重複イベントの抑制

l 関連イベントの自動終了

l ストリームベースのイベント相関

l トポロジベースのイベント相関

重複イベントの抑制

新規イベントが，既存のイベントと重複している場合があります。簡単な例として，ネットワーク安定性問題に

より，同じイベントがソース・ドメイン・マネージャによって 2回送信されます。これはイベントの最初のインスタンス

に対し十分早く確認が受信されなかったためです。新しいイベントの通知があると，既存のイベントと照合され

ます。重複が見つかった場合，重要度の変更などの新しい情報が既存するイベントの更新に使用され，新し
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いイベントは無視されます。［重複イベント抑制］が有効の場合，既存のイベントと重複する新規イベントは保

持されず，元のイベントが更新されます。

重複したイベントの抑制を使用したイベント相関の利点は，コンソールに表示されるイベント数が減ることです

が，重要な情報は失われません。

重複するイベントを抑制すると，元のイベントに対して相関処理がさらに実行される場合があります(要因また

は症状として)。重複が検出されると，元のイベントのタイムスタンプが重複の受信時に更新されます。その後，

相関処理が再実行され，元のイベントの受信時には相関処理できなかったほかのイベントと関連付けられる

場合があります。

関連イベントの自動終了

新しいイベントは 1つ以上の既存イベントを自動的に終了できます。新しいイベントが到着すると，既存する

関連イベントに対して検索が実行されます。新しいイベントに含まれる特定の情報の一部が新しいイベントを

既存するイベントに一致させるために使用され，新しいイベントによって既存イベントが終了されます。このタイ

プのイベント相関は，HP Operations Managerの「正常 /異常メッセージ相関処理」に似ています。

たとえば，既存するイベントは特定のデバイスに対する問題または異常な状況 (異常イベント )の通知である場

合があります。異常イベントは「SQL Query Performance SLOW」である可能性があります。異常な状況が存

在しないということを通知する，この既存の関連イベントに一致する新しいイベント (正常イベント )があるとしま

す。正常イベントは，「SQL Query Performance OK」である可能性があります。新しい(正常 )イベントは，既存

する(異常 )関連イベントを終了します。

自動的に終了された関連イベントをイベント履歴で追跡できます。

ストリームベースのイベント相関

ストリームベースのイベント相関 (SBEC)では，ルールとフィルタを使用して，通常発生しているイベントまたはイ

ベントの組み合わせを識別します。また，未公表扱いもしくは削除が可能なイベント，または，オペレータに生

成，表示する新規イベントを必要とするイベントを自動的に識別することによって，このようなイベントの処理を

簡素化できます。

次のタイプのSBECルールを設定できます。

l 繰り返しルール:同じイベントが頻繁に繰り返されることは，注意を要する問題を示す場合があります。

l 組み合わせルール:同時に，または特定の順序で発生する異種イベントの組み合わせは問題を示し，特別

な処置が必要になります。

l 再発なしルール:定期的なハートビート・イベントが発生しないなど，定期的に反復されるイベントが発生し

ないことを識別します。

トポロジベースのイベント相関

イベント管理プロセスの簡素化は，すべてのソースからのイベントを中心のコンソールに統合することだけでなく，

トポロジベースのイベント相関 (TBEC)を使用してイベントを分類することによっても実行されます。イベント間の

依存関係は，一部のイベントがその他のイベントによって説明可能かどうかを決定するために分析されます。た

とえば，サーバ(Server1)で稼働しているデータベース・サーバ(DBサーバ)があるとします。Server1のCPU使用

率が持続的に過負荷になった場合，結果のイベント「DB の SLA 違反」は原因のイベント「Server1: CPU
が持続的に過負荷になった(10 分間を超え 100%)」によって説明可能です。

最も重要なことは，その他の症状イベントに関与する根本的な原因のイベントを正確に示すことです。結果と

して，これらの原因のイベントの解決の優先度をビジネスへの影響に基づいて決めることができます。
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2つのイベントが(設定可能な期間で)同時に発生すると，TBEC相関ルールでは 1つのイベントが原因とし

て，もう 1つのイベントが症状として識別されます。ルールベースのイベント管理により，大きなネットワークの大

量の類似した(関連 )症状イベントを管理できます。

監視環境で原因と症状イベントの組み合わせが発生すると，相関処理されたイベントがイベント・ブラウザでフ

ラグ設定されます。根本原因イベント，およびすべての症状イベントの個別の概要が表示されるようにイベント・

ブラウザを設定できます。これにより，相関処理プロセスにドリルダウンし，相関イベントの階層をブラウズできま

す。

イベントは，データベース，ハードウェア，ネットワーク，Webアプリケーションなどの技術ドメインにわたり相関する

こともできます。この総合的な範囲によって，一見関連がないように見えるイベントを相関できます。ドメイン間

機能でも，異なる技術領域の監視を行うオペレータ間の重複量を減らすことにより，生産性を上げることがで

きます。たとえば，データベース問題，ネットワーク問題，ストレージ問題に関連するイベントを相関することによ

り，異なる技術領域からのオペレータが1つの根本原因イベントの症状である異なるイベントをすべて個別に

調査するようなシナリオを避けられます。

TBECでは，複雑なイベントの解決に関連する次のような多くの利点が提供されています。

l コンソールに表示されるイベント数を減らします。ただし，関連するイベントの階層をユーザがドリルダウンでき

るようにする重要なデータが無視されたり失われることはありません。

l 症状イベントを生成するイベントの根本原因の分析を簡素化するため，複数のドメインにわたりイベント相

関をサポートします。

l トポロジ・データへの変更には，相関ルールへの変更は不要です。

イベント・ストーム抑制

管理対象システムで問題が発生した結果，比較的短い期間に異常に多い数のイベントが発生した場合，

この現象をイベント・ストームといいます。ほとんどの場合，根本原因が既知で，対応中であると推定されます。

ただし，関連イベントも生成中です。これらのイベントは，有用な情報を提供することはなく，結果的にサーバ

への負荷を大幅に増加する場合があります。この状況を回避するには，管理対象システムからのイベント・ス

トームを検索し，特定のシステムに対するイベント・ストームが終わるまで，それ以降のすべてのイベントを破棄

するようにOMiを設定できます。

イベント・ストームは，システムに関する問題の結果，検出期間に受信したイベントの数がイベント・ストーム状

態の入力が要求される設定しきい値を超えたときに検出されます。

システム上でイベント・ストームが検出されると，このシステムからのイベントは，受信イベントの率がイベント・ス

トーム終了しきい値未満に低下するまで破棄されます。例外ルールを設定することで，フィルタに一致するイベ

ント・ストーム状態でシステムからイベントを選択し，これらのイベントをイベント・ブラウザに表示するか終了する

(イベント・ブラウザの［終了したイベント］で実行可能 )ことができます。イベント・ストーム終了イベントは，関連

付けられたイベント・ストーム開始イベントを自動的に終了します。

構造化された問題解決
集中型オペレーション・ブリッジは，全体のイベント管理プロセスを効率化します。集中化され，統合された情

報を使用して，イベント応答に対し一貫した，再利用可能かつ最適化されたプロセスを作成できます。

自分の環境の大部分のイベントを高度に構造化された方法で処理できます。イベントをさらに効率的かつ効

果的に管理できるようにするには，次を使用できます。
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l ツール

ツールを作成して，ユーザがCIの共通タスクを実行できるようにすることができます。ツールの作成時，ツール

はCI タイプと関連付けられ，ツールを集中型コンソールから実行できます。たとえば，コマンド・ツールを実行

してOracleデータベース・インスタンスのステータスを確認できます。このツールは構成アイテム・タイプOracle
Databaseに割り当てられます。複数のOracleデータベース・バージョンを管理していて，Oracleデータベース

のプロセスの状態の管理に別のパラメータおよびオプションを使用する必要がある場合，最適なツールのコ

ピーを作成して，それぞれのOracleバージョン用にカスタマイズできます。すると，各ツールは特定のOracle
バージョン専用になります。

l カスタム・アクション

問題を解決し，オペレータの効率性と生産性を向上させるためにイベントで実行するアクションを作成するこ

とにより，イベント管理を自動化することができます。管理者は，オペレータが特定タイプのイベントを解決す

る際に使用するさまざまなカスタム・アクションを定義できます。コンテキスト依存のアクションとコンテキスト固

有のツールを特定の環境に対して定義することもできます。たとえば，データベース問題の解決に使用する

ための一連のデータベース診断ツールを作成できます。

製品に提供されているサンプル・スクリプトを含むスクリプトの定義および作成のガイダンスについては，

『Operations Manager i拡張性ガイド』を参照してください。

l HPE Operations Agentのアクション

HPE Operations AgentまたはOMからイベント・ブラウザで受信したイベントは，OMiまたはOMポリシーのポ

リシー・テンプレートに対応して設定されたイベント関連のアクションを含んでいる場合があります。イベント関

連アクションが存在する場合，これらのアクションをOMiコンソールから実行できます。これらのアクションはオペ

レータ起動とするか，またはイベント発生時に自動的に実行できます。

l HPE Operations Orchestration のラン・ブック

オペレータの問題分析または問題解決作業を自動化するためにすでにHPE Operations Orchestration
(OO)を使用している場合，これらOOラン・ブックをOMi内のCI タイプにマッピングできます。イベント・コンテ

キストのOOラン・ブックをOMiコンソールから起動できます。

ラン・ブックを手動で起動するだけでなく，特定のラン・ブックまたは一連のラン・ブックをイベントのコンテキスト

で自動的に実行するためのルールを設定することもできます。

l <グラフ>
グラフとチャートには，イベントまたは隣接するCIによって影響を受けるCIに影響する，パフォーマンス関連

の問題と傾向を視覚化および分析に役立つ追加データが提供されます。OMiグラフは，HPE Operations
Agent，HPE SiteScope，HPvPV，BSMConnector，ApplicationManagementシステムからのメトリクスを表

示できます。オペレータは独自のグラフを作成することもできます。

構造化されたイベント管理プロセスは，次の作業を実行するためにデプロイされます。

l 特定のユーザ・グループのユーザへの受信イベントの自動割り当て。自動イベント割り当てによりイベント管

理の効率性が向上し，イベントへの応答が可能になる前の経過時間数が減ります。 ITオペレーション・シス

テム管理者は，受信イベントがこれらのイベントの解決に関与する利用可能なオペレータ・グループに直接

自動的に割り当てられるようにOMiを設定できます。

l 指定時刻後の指定基準に一致するイベントのアクションの開始。時間ベースのイベント自動化ルールを構

成する主な要素は次の3つです。

o 時間ベースのイベント自動化ルールの適用対象イベントを定義するフィルタ。

o イベントに対してルール・アクションを起動する条件として，イベントがルールのフィルタに継続して一致し

続ける必要がある期間。

o 一致したイベントに対して起動するアクションのリスト。イベントに対する自動アクションの再実行，イベン
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ト属性の変更，外部サーバへのイベントの転送，ユーザやグループへのイベントの割り当て，スクリプトの

実行，ラン・ブックの実行などが，該当するアクションによって実行されます。

l ライフサイクル管理コンセプトを使用したイベントのステータスの表示と監視。現在イベントの解決に取り組ん

でいるユーザを，その解決にすでに関与したその他すべてのユーザとともに表示することもできます。

l イベントの処理および解決方法の文書化。イベントに注釈を付け問題解決のプロセスを説明できます。ま

たはイベントの根本的な問題の理解を高め説明するヒントをイベントにタグ付けしてドメインの専門知識を

取得できます。

管理パック
管理パックは，OMiの上にアドオン・コンテンツを提供します。インフラストラクチャの自動およびエンド・ツー・エン

ドの監視ソリューションとアプリケーションを提供します。管理パックによりユーザは IT ドメインでの問題の監視，

検出，トラブルシューティング，および修復が行えるようになります。管理パックは，さまざまなタスクの最適化と自

動化によりユーザの生産性を向上させ，インシデントの解決にかかる平均時間 (MTTR)を減らします。

管理パックはアプリケーション・ドメインを発見し，予防的観点からドメインの可用性およびパフォーマンスの問題

を監視します。管理パックには，管理テンプレート，アスペクト，ポリシー・テンプレート，パフォーマンス・グラフ，ト

ラブルシューティング・ツール，自動修復フロー，状況インジケータおよびKPI定義に加えて，トポロジベースのイ

ベント相関 (TBEC)ルールも含まれています。

次の図に，一連の管理パックに含まれている可能性のあるコンテンツの概要を示します。
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定義済みの管理パック

HPEが提供する管理パックは通常，RTSMパッケージ，コンテンツ・パック，マニュアル，およびオンライン・ヘルプ

で構成されます。管理パックのインストール中にこのコンテンツはすべて自動的にアップロードされます。管理パッ

クを使用するために，別個にライセンスが必要になる場合があります。

コンテンツ管理ツール

OMiには，自身のコンテンツの管理に役立つ一連のツールが含まれています。そのツールは，RTSMパッケー

ジ・マネージャとコンテンツ・パック・マネージャです。これらのツールを使用して自身のコンテンツをパッケージ化した

りシステム間でコンテンツを交換したりすることができます。たとえば，テスト環境でコンテンツを準備し，テストに

よってそのコンテンツが予想どおりに動作することを確認したときにそのテストされたコンテンツを実運用環境に転

送することができます。

エクスポート・ツールおよびインポート・ツールでもシステム間でのコンテンツの交換が可能です。これにより，開発

したコンテンツのスナップショットやバックアップ・イメージを保持できます。さらに，異なるインスタンスを同期したまま

にして常に最新の状態に保ちます。
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複数のサーバによるスケーラブルなアーキテクチャ
Operations Manager iを使用して，広範に分散されたシステムを中心の場所から管理できます。分散されたデ

プロイメントで，環境を階層的に設定できます。オペレータの専門知識，地理的な場所，時刻などの条件に

従って，複数の管理レベルにわたり管理責任を広げることができます。このフレキシブルな管理により，オペレー

タは自分の専門タスクに集中でき，自動的かつオンデマンドで利用可能な 24時間の技術サポートが提供さ

れます。

スケーラブルなアーキテクチャにより，1つ以上のOMiインスタンスを組織構造の要件に合うように調整された 1
つの強力な管理ソリューションに結合できます。そのため，イベントが環境内のその他のサーバに転送されるよう

にサーバを設定することができます。

分散環境では，OMiをホストするサーバをその他の類似のサーバと連動するだけでなく，複数のOM for
WindowsおよびOM for UNIX管理サーバ，その他のOMiサーバ，さらにサードパーティのドメイン・マネージャと

も連動するように設定することができます。

そのような階層的な分散環境では，OMiを次のように設定できます。

l 環境全体に対する，階層上部にある中心的なイベント・コンソリデータ，つまり「manager-of-managers」
(MoM)。

l NNMi，SiteScopeなど，その他のHPE製品との連動。

l Microsoft Systems Center Operations Managerなど，サードパーティ・ドメイン・マネージャとの連動。

OMiをホストするサーバを以下が実行されるように設定できます。

l OMiをホストするその他のサーバにイベントを転送し，サーバ間でそれらのイベントが同期されるようにします。

l 複数のOM forWindowsおよびOM for UNIX管理サーバから転送されたメッセージを受信し，OMiをホスト

するサーバとOM管理サーバ間でこれらのメッセージが同期されるようにします。

l HPE Business Process Monitor(BPM)などのAPMアプリケーションから警告を受信する，BSM 9.x コンポー

ネントから転送されたイベントを受信します。

OMiコンセプト・ガイド

第2章 : Operations Manager iの概要

HPE Operations Manager i (10.10) 19 / 42ページ



マネージャのマネージャ

次の図に，階層的な分散環境の例を示します。この例では，OMiをホストする中央サーバが，OMiをホストす

るその他の地域のサーバを管理します。

この例では，「OMi ヨーロッパ」，「OMi USA」，および「OMiアジア太平洋」の地域サーバ・デプロイメントがそれぞ

れ異なる地域を管理しています。OMiワールドワイドのサーバ・デプロイメントでホストされているOMiは階層の

最上位で，地域サーバを管理しています。すべての環境に対し中心的なイベント・コンソリデータ，またはMoM
の役割を果たしていて，ワールドワイドなオペレーション・ブリッジです。地域サーバは，独自の地域で地域の監

視環境を作成するために，直下のシステムに対してマネージャの役割を果たすこともできます。監視環境の管

理を階層設計でカスケード表示できます。
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広範にわたって分散された複数の管理サーバを持つ大企業で業務を行う場合，特定の課題に関連する専

門知識が常にローカルで利用できるわけではありません。たとえば，組織にSAPを責任管理するコンピテンス・

センターがある場合があります。また，別の専門知識センターではデータベースを責任管理していることもありま

す。

コンピテンス・センター階層では，監視環境の構成アイテムに対する管理責任が分散されます。地域サーバ

は，構成アイテムのみを責任管理しているわけではありません。

その代わり，特定の課題に関するイベントはコンピテンシ・センターのサーバに移動します。そこには監視環境の

類似するタイプの構成アイテムに関する問題を解決するための専門知識が存在します。

分散環境で， ITオペレーション・システム管理者は，ネットワークのその他のサーバに特定のメッセージが転送さ

れるように地域サーバを設定できます。同じシステム管理者は，イベント属性に基づいて，ネットワークの任意

のサーバにイベントが転送されるように地域サーバを設定できます。

例のシナリオでは，すべての地域サーバ(OMi ヨーロッパ，OMi USA，OMiアジア太平洋 )がすべてのデータベース

関連イベントをデータベース・コンピテンス・センターのサーバに転送し，すべてのSAP関連イベントをSAPコンピ

テンス・センターのサーバに転送します。

このタイプのシナリオでは，オペレーション・ブリッジは地域サーバおよびコンピテンス・センター間のイベント・アクショ

ン(解決，割り当て，重要度の変更など)を同期します。これにより，イベントの状態が常に企業環境にわたり

同期されます。

Monitoring Automation
Monitoring Automationはインフラストラクチャと複合アプリケーションの監視の設定を自動化します。使用して

いる監視ツールがエージェントベースか，エージェントレスかに応じて，Monitoring Automationは適切な監視設

定をターゲット・インスタンスにデプロイします。Monitoring Automationは，調整しやすい監視とレポートを提供

し，新しいインスタンスのコンポーネントを検出して，目的の設定とリソース・タイプをモデリングする管理テンプ

レートとアスペクトにマッピングします。

監視によって，CIが予期しない動作をした場合にイベントが生成されます。典型的なイベントを次に示しま

す。

l 監視対象の値の特定しきい値超過。例 :データベースの使用済みディスク容量が事前定義の上限である

90%を超えた場合。

l ネットワークからのノードの削除。例 :電源遮断によりサーバがシャットダウンしアクセス不能になった場合。

Monitoring Automationはアプリケーションまたはサービスの完全な管理ソリューションを提供するもので，これに

よってアプリケーションを構成する一連の構成アイテム(CI)全体に対する管理ソリューションを作成できます。この

ソリューションは，トポロジの変更に動的に対応するように作成でき，アプリケーションを実行するハードウェアお

よびプラットフォームに依存しない形で監視ソリューションを利用できます。
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Monitoring Automationを理解する上で重要になるのは，基礎となる用語およびアーキテクチャを理解すること

です。次の図におけるスタックについて考えてみましょう。

スタックの基本部分は，監視対象のCIを表します。CIにはコンピュータ，サービスを提供するアプリケーション，

アプリケーションのセットなどのネットワーク要素になります。CIは次の方法でアクセスされます。

l 図の中央部分に示されるように，ユーザが監視から独立しているCI とやり取りを行います。

l 図の左側部分に示されるように，OMiによって，よく使用される監視構造で CIが監視されます。

l 図の右側部分に示されるように，監視開発者によって監視ソリューションが設定されます。

l アプリケーションの専門家が監視開発者によって作成された設定を調整した後に監視プロセスを開始し，

デプロイメント・ジョブの検査とアプリケーション固有の管理ツールの使用によってオペレータによって渡されたイ

ベントに対処します。

Monitoring Automationは，柔軟な監視ソリューションを作成するいくつかの機能を提供します。次の項に，各

設定要素を順に説明します。説明は，設定スタックを構成する各層について下から上の順に行います。

ノード

ノードはネットワーク上でアクセスできる物理要素です。

CI

CIはノード，アプリケーション，またはノードで実行されるサービスです。CIはOMiによって実際に監視される対

象です。イベントは常にCIに関連付けられます。

ポリシー・テンプレート

ポリシー・テンプレートによって，監視対象と監視方法が定義されます。ポリシー・テンプレートはプラットフォーム

に依存します。

Monitoring Automationの使用前に，すべての設定はポリシーおよびポリシー・テンプレートによって設定されま

す。このため，プラットフォーム，トポロジ，監視ポリシーのCIの各変更について，CIが監視される際に対照とし

て使用されるCIのポリシー・テンプレートの各値を変更する必要があります。

パラメータおよびインストルメンテーション

Monitoring Automationではパラメータを導入しています。各パラメータは，ポリシー・テンプレートにおける 1つの

CI属性の監視設定に対応します。パラメータ値を変更すると監視動作が変更されるため，ポリシー・テンプ

レートでハード・コードされた値を手動で変更する必要がありません。標準設定値のカスケード処理は，

Monitoring Automationの中心的な概念です。この考え方は，すなわち監視開発者またはアプリケーションの

専門家が特定のレベルで可能な限り多くの標準設定値を使用して，監視のベースラインを作成するというも
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のです。1つ上の次のレベルで，これらの値のサブセットについては特定のその場にある監視タスク用に上書きさ

れるかその必要が生じることがありますが，すでにベースライン設定の対象となっている値についてはすべて再定

義の必要なく引き継がれます。

パラメータの次の機能によって，柔軟性が高まります。

l 条件パラメータ値によって，複数のポリシー・テンプレートで同一のパラメータを使用できるようになり，ハード

ウェアおよびプラットフォームに依存しない監視ソリューションが可能になります。

l 同一の値を持つパラメータは，1つのパラメータに結合できます。これによって，同一の値を複数回入力する

必要がなくなります。

インストルメンテーションには，エージェントがインストールされた監視対象ノードのポリシーに定義されたHPE
Operations Agentによって実行されるスクリプトおよびプログラムが含まれます。

アスペクト

監視対象のアプリケーションまたはサービスに関して期待される特定動作を表すポリシー・テンプレートおよびイ

ンストルメンテーションは，アスペクトにグループ化されます。アスペクト・レベルでは，開発者は次のように設定を

効率化します。

l 同一の機能を持つパラメータを 1つのパラメータに結合します。

l アスペクトをネストし，同一の動作を表すが異なるポリシー・テンプレートに定義されているアスペクトを 1つの

アスペクトに結合できます。ネストされた各アスペクトは，デプロイメント条件と連動させることができ，OMiに
はどのネスト・アスペクトがどの環境で使用されるかが伝えられます。これによって，ターゲット CI タイプのすべ

てのCIで，プラットフォームに依存せずに同一のアスペクトを使用できるようになります。

l 社内の監視ポリシーに沿う形で，アスペクト・レベルで標準設定値を設定します。

管理テンプレート

管理テンプレートによって，複合アプリケーションまたはサービスの監視に必要なすべてのアスペクトが結合されま

す。管理テンプレートの設定には，複合アプリケーションのトポロジおよび監視対象アスペクトが含まれます。こ

れに加えて，監視対象アプリケーションで必要な場合には，会社規模の標準設定値が開発者によって管理

テンプレート・レベルで上書きされます。

開発者は作業の完了した管理テンプレートをアプリケーションの専門家に渡し，アプリケーションの専門家はこ

のテンプレートを使用してターゲット・アプリケーションの監視を開始します。

調整，割り当て，デプロイメント

監視プロセスを開始する前に，アプリケーションの専門家は状況固有の監視要件を考慮し，監視開発者に

より設定された特定の標準設定値を上書きすることがあります。これは，調整と呼ばれます。

アスペクトで表される監視設定は，CI タイプの観点で定義されます。監視を開始するには，このCI タイプはト

ポロジ検出プロセスで検出された実際のCI インスタンスと一致している必要があります。この一致プロセスは割

り当てと呼ばれ，次の方法で行われます。

l 管理テンプレートの手動割り当て :アプリケーションの専門家が，管理テンプレートを管理テンプレートのルー

ト CIのCI インスタンスにリンクさせます。

l アスペクトの手動割り当て :アプリケーションの専門家が，アスペクトをアスペクトのターゲット CI タイプのCI イ
ンスタンスにリンクさせます。

l 自動割り当て :アプリケーションの専門家が管理テンプレートまたはアスペクトの自動割り当てを定義すると，

OMiではアスペクトが検出された場合に関連するCI インスタンスに動的に割り当てられます。

割り当てが完了すると，監視ソリューションが同じ手順でデプロイされます。監視が実行されている間，アプリ

ケーションの専門家はデプロイメント・ジョブを注視して監視プロセスが期待どおりに進行していることを確認した

り，オペレータによりレポートされたイベントに関する情報を取得できます。
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ユーザ・エンゲージメント
革新的なユーザ・エンゲージメント機能によってゲーム・ダイナミクスが適用されることで，ビジネス強化につなが

る課題が与えられて，オペレーション・ブリッジの効率性とユーザのノウハウが高まるため，OMiのユーザにさらなる

刺激がもたらされます。さまざまな業績を通した正常な進捗は，その業績と優れたパフォーマンスのリアルタイム

通知によって報われます。これによって，OMiにより深く関わるようさらに動機付けられ，日々の作業における

ユーザのパフォーマンスが向上します。各ユーザの進捗状況と業績の収集を記録するために，タイムラインを利

用できます。ほぼすべての人が，ゲーム・ダイナミクスの少なくとも 1つのタイプのチャレンジにより動機付けされま

す。たとえば，業績，競争，ステータス，終了などがあり，これによってユーザ・エンゲージメントが強化されます。

OMiのユーザが作業目標とするビジネス指向の業績を設定し，目標のタスクが達成されたら見返りを与えるこ

とによって，日々のタスクに一定レベルのエンゲージメントとエキサイトメントを与えつつ，最適なスキルの習得と

最重要タスクの完了が得られます。ユーザはその努力が業績の進捗状況バーに反映されることを確認でき，ま

たタスクやチャレンジにより達成された進捗を各自のダッシュボードにマップできます。すべての新しい業績は，そ

の完了時に良いパフォーマンスであったというフィードバックがポップアップ通知で即座に表示されます。

ユーザ・エンゲージメントは本質的な動機付けを利用しています。これによって，OMiのユーザは，一般的に一

時的な価値しかもたらさないことが認められている外部便益を与えることなく設定された目標を達成できます。

人は本来，成功を望み，また成功していると見られたいものです。ユーザ・エンゲージメントによって，ユーザは

OMiの使用方法を習得しやすくなり，より高い基準で日々のタスクを遂行できます。これらは業績について通

知されながら行われるため，作業を楽しむ気持ちや作業への関与がより高まります。

ユーザ・エンゲージメントの管理者は，OMiのさまざまなユーザのニーズに合わせて，組み込まれた業績を選

択，設定，有効化できます。ユーザは第 1レベルの業績達成に向け奮闘します。それが見事に完了すると，

次のレベルの業績を達成するよう促されます。これによって，達成と進捗の感覚が増大します。

統合インタフェース
その他のアプリケーションとの統合を可能にし，イベント管理プロセスの変更およびカスタマイズを許可する，多く

のインタフェースが提供されています。例 :

l イベント処理時にイベントを変更し拡張する場合，イベント処理インタフェースを使用してイベント処理スク

リプトがイベント処理パイプラインに統合されるようにすることができます。これにより，イベントを次のように強

化できます。

o イベント処理時。たとえばCI解決およびETI解決で使用される情報を追加し，または重複するイベン

トの処理方法に影響を与えます。

o イベント処理発生後に追加情報を提供。たとえば，アセット・データベースからの追加 CI関連情報，ま

たはドリルダウンURL，外部ナレッジ・ベースへのリンクなどのトラブルシューティングに有用な情報。

l イベントをその他のアプリケーションに統合する場合，イベント Webサービス・インタフェースを使用すると開発

者と統合者はオペレータ機能とイベント変更検出を自動化できます。イベント作業時にオペレータがコン

ソールで実行できるほとんどのことがプログラムで実行でき，効率性を向上させることができます。このインタ

フェースでは，Atomフィード機能による購読サポートも提供されています。

l OMiと外部イベント処理アプリケーション間のイベントを同期するため，OMiではイベント同期 Webサービス・

インタフェースが提供されています。典型的な使用ケースは，OMiとServiceManagerなどのインシデント・マ

ネージャ間のイベントの同期です。
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l Microsoft Systems Center Operations Managerなどのその他のドメイン・マネージャと直接統合するため，

OMiではHP BSM Connectorが提供されています。

OMi文書ライブラリの『OMi拡張性ガイド』ではこれらのインタフェースについて説明し，コンテンツ開発者と統合

者がOMiの機能をカスタマイズおよび拡張するための情報を提供しています。

Business Value Dashboard
OMiBusiness Value DashboardはOMiのデータに生命を吹き込みます。BVDを使用すると，OMiやほかの

ソースからの情報を有益で訴求力のある方法で視覚化する，柔軟性に富んだカスタム・ダッシュボードが作成

できます。BVDダッシュボードには，いつでも，どこからでも，どのデバイスからでもアクセスできます。独自の図を

組み込み，ステータスを識別する色を付け，リアルタイムで更新できるため， IT環境で提供される価値ある情

報を常に把握できます。

場所と時間を問わないデータ表示 :BVDダッシュボードはリアルタイムのダッシュボードです。ユーザは

BVDにデータを送信する頻度を選択し，BVDは遅延なしでデータを表示します。どこにダッシュボー

ドを表示するかを決めます(PC，タブレット，携帯電話 )。BVDは主要なブラウザをサポートしていま

す。お気に入りのブラウザを選択できます。

シンプルでわかりやすく，柔軟に設計できるダッシュボード :Microsoft Visioを使用してダッシュボード

を設計します。BVDは，後でダッシュボードのウィジェットとなる図形を含むVisioステンシルを提供し

ています。図形には，図の作成，テキストまたは値の色付け，情報フィードやWebページ(例 :ビデ

オ・ストリーム)の表示などを実行するためのウィジェットが含まれています。BVDにはサンプルのダッ

シュボードも備わっており，すぐに作業を開始できます。

接続 :BVDにアップロードしたら，ウィジェットをデータに接続します。BVDの［ダッシュボードの管理］

ページを使用すると，このタスクが簡単で効率的になります。ウィジェットの表示やステータスの色を決

めるルールなど，ウィジェットのオプションを追加できます。また，ウィジェットを別のダッシュボードにリンク

して，ドリル・ダウン可能にすることもできます。

統合 :BVDは，言語に依存しないオープンなデータ形式である JSON(JavaScript Object Notation)
で送信されたものであれば，どのような種類のデータでも処理できます。OMiとの標準設定の統合

により，イベントとKPIステータス，メトリクス・データの統合が容易になります。BSMConnectorは，さ

まざまなソースから収集されたデータをBVDに自動的に転送するポリシーを提供しています。また

は，BVDのアダプタを記述することによって，データ・ソースの独自の統合を作成します。アダプタによりソース・

データを JSONに変換し，JSONが有効になったデータをBVDデータ・レシーバに送信する必要があります。

特に設定をすることなく，OMiを簡単に構成して，次のデータをBVDに送信できます。

l イベント・ステータス・データ :送信するイベント・ステータスは，指定したOMi監視ダッシュボードから収集され

ます。OMiサーバのbvd-event-statusコマンドライン・インタフェースを使用して，イベント・ステータスを転送

します。

l KPI ステータス・データ :KPI ステータスは，指定したビューと関連付けられ，指定した KPIが設定されてい

る，すべてのCIから収集されます。OMiサーバのbvd-kpi-statusコマンドライン・インタフェースを使用し

て，KPIステータスを転送します。

l メトリクス・データ :メトリクス・データは，OMiのお気に入りグラフから収集されます。メトリクス・データを転送す

るには，パフォーマンス・グラフ(OMi 10.10ではパフォーマンス・ダッシュボード )でデータ転送を有効にしてから，

エクスポート・データ(または転送データ)のオプションを選択してグラフをお気に入りとして保存します。

BVDはOMiパッケージの一部ですが，独自のインストーラがあります。BVDはゲートウェイ・サーバまたは別個の

サーバにインストールできます。BVD，およびOMiとの統合の具体的な手順については，BVDのヘルプを参照

してください。

OMiコンセプト・ガイド
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ユーザのロールと作業範囲
オペレーション・ブリッジのインストール，設定，実行には，特別なスキルおよびドメイン専門知識を持つチームが

必要です。ロールにはそれぞれ，異なる作業範囲とタスクがあります。

l オペレータは，実践的なイベント・マネージャかつトラブルシュータです。

l 監視開発者は，監視製品とアプリケーションについて熟知しており，監視ソリューションを開発できます。監

視対象と適切なパフォーマンス・レベルを決定します。

l ITオペレーション・システム管理者は，監視およびイベント管理プロセスのインストールおよび設定を行いま

す。この管理者が設定可能な内容は非常にフレキシブルです。現地の要件に基づいてOMi領域に新し

いユーザを追加します。管理 UI，ツール・カテゴリ，カスタム・アクションへの権限を付与し，アクセスを制限で

きます。個別のユーザまたはユーザ・タイプに対し，権利と権限を指定できます。また，その他のユーザに割り

当てられているイベントへのアクセスを有効化または無効化することもできます。たとえば，ユーザが自分に割

り当てられていないイベントを表示はできても変更できないようにすることができます。

l アプリケーションの専門家は，特定のアプリケーションまたはサービスに関して知り尽くしています。アプリケー

ションの実行に必要な機器を管理し，イベントの監視で問題が示された場合にトラブルシューティングを行

います。

これらのユーザのロールに対し頻出する職位，およびその作業範囲のサマリを次の表に示します。これで，OMi
については熟知していることになります。後続の章では数名の典型的なユーザについて見ていき，彼らがどのよ

うに勤務日を管理し，タスクを完了しているかを確認します。次の章では，オペレーション・ブリッジとしてOMiを
含む企業環境におけるオペレータDaveの日単位の作業範囲に関してさらに見ていきます。

OMiコンセプト・ガイド
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役職 その他の職位 作業範囲

演算子

Dave

l ドメイン・オペレータ

l ITオペレーション・オ

ペレータ

自分やワークグループに割り当てられた日単位のイベントを監

視します。

担当しているアプリケーション，システム，ネットワーク上の所定

の非 OMiの操作を実行します。

インシデントに発展する可能性のあるイベントをトラブルシュー

ティングし，解決します。

監視開発者

Mike

l ドメイン・エキスパート

l ITオペレーション監

視開発者

l アプリケーション，ネッ

トワーク，その他の専

門領域の主題専門

家

l OMiでのドメイン監視方法をカスタマイズします。

l Monitoring Automationの管理テンプレート，アスペクト，ポ

リシー・テンプレートを設定します。

管理者

Matthew

l システム管理者

l ITオペレーション・シ

ステム管理者

l OMi管理者

l システム設計者

OMi環境とタスクの割り当てを監視します。

OMiをその他のツールおよびプロセスと統合します。

アプリケーションの

専門家

Alice

l 特定のアプリケーショ

ンまたはサービスの主

題専門家

l アプリケーション管理

者

担当するアプリケーションまたはサービスに関する特定の環境

用に監視ソリューションを調整し，管理テンプレートまたはアス

ペクトをシステム・ノードに割り当てます。

監視ソリューションをデプロイして，監視が正常に実行される

ようにします。
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第3章 :オペレータのワークフロー

「Operations Manager iの概要」の章では，Daveについて紹介し

ました。DaveはOMiデプロイメントでの毎日のイベント管理を行う

オペレータです。オペレータは通常，企業の IT環境での初心者レ

ベルのポジションですが，DaveにはOperations Manager i環境で

の多くのテクノロジの経験があるためにそのようなポジションにつくさ

まざまなスキルがあります。

Daveは，問題が発生すると呼ばれるためにさまざまなスケジュール

で勤務しています。彼はそれらの問題を直接解決したり，彼の

ユーザ・コミュニティが継続的に作業できるようにリモートでログイン

することがあります。Operations Manager iのユーザ・インタフェースを

使用して，彼はネットワーク・アクセスがある限り，すべての場所から

彼のドメインのイベントを監視することができます。

Daveはイベント管理と，すべての状況関連のツールを自由に使

用する方法について理解している必要があります。Daveのような

オペレータがオペレーション環境で発生するさまざまなタイプのイベン

トを解決して終了するのに役立つツール，自己設定コマンド，スク

リプト，その他の情報へのリンクがあります。

オペレーション・ブリッジを使用して，Daveは自分のドメインの警告

とイベントをすぐに確認できます。彼は自分のイベントの管理と，適

切なツールを使用した根本的な問題の自動修正に集中できま

す。

Daveは，自分のドメインのイベントにそれらのビジネス・サービスと継続性への影響に従って優先度を決め，企

業の価値を高めます。Daveは小さな問題を，それらがサポートされているビジネス・サービスの品質の低下につ

ながる大きな問題になる前に解決する必要があります。

基本的なテクノロジの経験により，Daveはデータベース，ハードウェア，ネットワーク，Webアプリケーションなどの

異なるテクノロジ・ドメインで発生するイベントを相関できます。彼はこれらのさまざまなテクノロジを監視して，別

の領域のシステム反応性を低下させる可能性がある，ある領域での障害の影響を最小化します。問題を大

きくなる前に最小化すると，未確認の重要なイベントのカスケード効果が最小化され，企業の生産性が向上

します。

Daveは問題を解決できない場合，イベントを外部イベント処理アプリケーションに転送して，その問題を上げ

ることができます。通常，これにはヘルプ・デスク・オペレータ，アプリケーションの専門家などへのイベントの所有

権の転送が含まれます。

オペレータ環境
システム管理者はユーザ・ロールを定義し，ユーザ権限を割り当てることにより，各オペレータが表示または変

更できるイベントを決定します。Daveは自分の割り当てられているイベントと，表示が許可されているその他の

イベントをドメイン間ビューに表示できます。たとえば，彼は企業のメール・サーバの保守を行いますが，別のオペ

レータに割り当てられているイベントを表示できる場合があります。
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状況パースペクティブ

次の図に，システムの異なるビューを表示する 5つの表示枠を含む［Health Perspective］タブを示します。

Daveは［Health Perspective］を開いて，毎日の作業を開始します。

5つの表示枠には，Daveのドメインのイベントのグローバル・ビューが表示されます。

l ［モデルエクスプローラ］を使用して，Daveは担当するビューと領域を選択できます。ビューには，CI間の親

子関係が表示されます。

l ［イベント ブラウザ］では，関連するすべてのイベントと関連情報がテーブル・ビューにリストされます。

l 選択したイベントの［ヘルストップビュー］には，イベントに関連するCIの主要管理指標 (KPI)と，その隣接し

たCIが表示されます。

l ［状況インジケータ］表示枠には，［ヘルストップビュー］表示枠で選択したCIのステータスに関する詳細情

報が提供されます。このビューには，選択したCIに関連するパフォーマンス，可用性 KPI，すべての状況イ

ンジケータに関する情報が表示されます。

l ［アクション］表示枠は，選択したイベントに利用可能なアクション，関連 CI，またはCIをホストするノードの

表示に使用されます。アクションには，ツール，ラン・ブック，カスタム・アクション，パフォーマンス・グラフが含まれ

ます。

イベント・ブラウザ

イベント・ブラウザは，Daveが目にする最初の領域です。表示される内容は，次のとおりです。

l 優先度がつけられたアクティブなイベントのリスト

l 自分に割り当てられているイベント

l 未解決のイベントと未割り当てのイベントに関する情報

l ステータスが危険域，重要警戒域，警戒域，注意域，正常域，または不明なイベントの数を表示するタ

ブ詳細

次の図に，［イベント ブラウザ］表示枠で整理されたイベント情報の典型的なグローバル・ビューを示します。

OMiコンセプト・ガイド
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Daveはフィルタを使用して標準設定のビューからイベントを確認します。またはフィルタとタブをカスタマイズして

自分のワークスペースをパーソナライズできます。たとえば，彼は重要度と優先度の組み合わせを使用して，迅

速な注意が必要なイベントを特定できます。最初のタスクは，最初に調査が必要な最も高い優先度のイベン

トを決定することです。

ヘルス・トップ・ビュー

Daveが調査するイベントを選択する場合，［ヘルストップビュー］が更新され，関連するCIに関する詳細情報

が表示されます。たとえば，イベントが関連サーバ上の過度のストレージ割り当てによって発生したとします。［ヘ

ルストップビュー］には，影響を受けたサーバのトポロジ・ビューが表示されます。Daveはそれをこのビューで選択

し，詳細情報を取得できます。次の図に，ビジネス・サービスとCIの典型的な［ヘルストップビュー］を示しま

す。

［ヘルストップビュー］を使用して，オペレータはトポロジ図ですべてのCIの状況を確認できます。CIの上位およ

び下位調査により，問題の特定に役立つその他のヒントが提供される可能性があります。

次のステップは，［状況インジケータ］表示枠を使用した根本原因の分析です。

OMiコンセプト・ガイド
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［状況インジケータ］表示枠

Daveが［ヘルストップビュー］の影響を受けたCIを選択すると，［状況インジケータ］表示枠が更新され，CIに
関する詳細情報が表示されます。

この詳細ビューには，重要なイベントに対し 1つの根本的な問題，またはさまざまな要因があるかどうかを表示

できます。この情報を使用して，Daveは次に何を行う必要があるかを迅速に決定できます。彼がアクションを

行うと，その他のオペレータはDaveがこの問題に対応していることがわかり，結果としてその他の重要なイベン

トに集中できます。

Daveは問題をトラブルシューティングするためにパフォーマンス・グラフやその他のツールを使用することもありま

す。

その他のツール

イベントの詳細には，指示が含まれている可能性があります。Daveは，問題を解決するためのメモやその他の

ヒントが含まれていることがある［追加情報］タブを選択できます。CIパフォーマンスを詳細に分析するために実

行できる診断ツール，スクリプト，または情報エラー・メッセージを含む関連ログがある場合があります。

Daveには，自由に使用できる有用な分析ツールのパフォーマンス・グラフがあります。たとえば，データベース・パ

フォーマンス・イベントが発生した場合，Daveはそのイベントを右クリックして，［表示］＞［パフォーマンスグラフ

(隣接 )］を選択できます。パフォーマンス・グラフがイベントによって影響を受けたCI，および影響を受けたアプリ

ケーション・サーバなどの隣接のCIに対して表示されます。これらのグラフにはイベント時のパフォーマンス情報

だけでなく，イベントより前の時点のパフォーマンスも表示できます。

注 : Operations Manager iのツールは，イベントのトラブルシューティングに限定されません。Daveは日常タ

スクを行うためだけにツールを起動することもできます。

Resolution

問題を解決するには多くの方法があります。この例の場合，Daveは［起動］メニューからツールを実行するとい

う提案を確認します。［イベント ブラウザ］から，Daveはイベントを右クリックして，［起動］＞［ツール］＞［ファイル

システムの修復 (CI)］を選択します。ツールの終了時に問題が解決され，イベントはリストから消えます。問題

が解決されなかった場合，Daveは［アクション］表示枠から関連するラン・ブックにアクセスできます。ラン・ブック

は，問題を解決するために複数ステップのプロセスを実行するスクリプトです。

OMiコンセプト・ガイド

第3章 :オペレータのワークフロー

HPE Operations Manager i (10.10) 31 / 42ページ



その他のロール
オペレータは，次のその他 2つの主要なやロールの専門知識に依存しています。

l 監視開発者。

「監視開発者のワークフロー」(33ページ)を参照

l システム管理者。

「ITオペレーション・システム管理者のワークフロー」(36ページ)を参照

OMiコンセプト・ガイド
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第4章 :監視開発者のワークフロー

MikeはOMiの監視開発者です。彼の主な焦点は，特定のビジ

ネス要件に合うようにOMiをカスタマイズすることです。

通常，Mikeは新しいアプリケーションとCIを監視プロセスに統合

します。会社の標準に従って複合アプリケーションとサービスの監

視環境を作成するために，Mikeは管理テンプレート，アスペクトな

どのMonitoring Automation要素を設定し，ポリシー・テンプレート

をカスタマイズしてそれらを管理テンプレートとアスペクトにリンクさせ

ることによって技術的な監視の詳細を実装します。また，アスペク

トの自動割り当てと条件付きデプロイメントによって監視ソリュー

ションをインスタンスとプラットフォームから独立させます。

たとえば，彼は FTPをサポートする新しいサーバ・グループの監視

方法を定義する必要があります。これらのサーバでは，内部部門

とサービスで大きなデータ・ブロックの送受信を行えるようにすること

により重要なビジネス・サービスがサポートされています。

最初に，給料課は従業員の給料情報をこのサーバから会社の

給料サービスに送信します。給料サービスは内部サマリ・レポート，

つまりアーカイブおよび再配布が必要な必須の政府レポートを適

切な政府機関に送信し，その他の給料関連出力を配信しま

す。

Mikeは，継続的な健全性を確保するために FTPサーバを監視する方法を定義し，これらのサーバで要求が

処理できるようにし，保護された環境でのFTPダウンロードを許可する必要があります。サーバが利用可能で

ない場合，期日に間に合わず，極端な場合はサービス停止により政府の要件に合わないために罰金が発生

する可能性があります。

初期分析
Mikeはまず，FTPサーバのKPIおよび状況インジケータについて考える必要があります。答えが必要な主要な

疑問を一部次に示します。

l アプリケーションの可用性とパフォーマンスが重要な場合，これらのKPIをどのように計測するか。

l FTPサーバの可用性とパフォーマンスのしきい値が一致しない場合に違反する可能性があるサービス・レベ

ル・アグリーメント (SLA)は何か。

IT組織はこのサーバとその常駐アプリケーションが利用できるようにするだけでなく，すべての関連リソースがユー

ザの期待に応じて実行されるようにします。Mikeはこのすべての情報をKPIの選択と主要な状況インジケータ

の定義に考慮する必要があります。

状況インジケータの定義
監視プロセスによって計測が必要な KPIは何か。

FTPサーバを使用するビジネス・サービス所有者にどのようにKPIをレポートするか。
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Mikeは，選択した KPIをサポートする状況インジケータの定義に注意を向けます。たとえば，Windows FTP
サーバのアプリケーション可用性の状況インジケータには，以下をレポートするWindowsサービス・メトリクスを含

めることができます。

l サービスからのすべてのタイプの発信接続数

l 秒ごとの転送バイト数

l サーバ応答時間

Mikeは，監視プロセスを設定し，監視ポリシーを作成し，そのステータスのレポート方法を決定する必要があり

ます。

彼にはこれらのタスクをサポートする複数のHPEアプリケーションがあります。これらのアプリケーションに対する経

験と全体の知識は，タスクに最適なものを選択する場合に役立ちます。たとえば，Operations Managerエー

ジェント・ポリシー，SiteScope，または別のHPE監視ツールを選択することがあります。彼が状況インジケータと

して選択するものすべてには，状況インジケータのステータスをレポートできるサポート・ツールが含まれている必

要があります。

Monitoring Automationの設定
最後に，MikeはOMiに監視プロセスと自動化を実装する方法について考える必要があります。

l 監視が必要な対象は何か，また監視プロセスをどのように設定すべきか。

l 定義してある状況インジケータを監視するために，ポリシー・テンプレート，パラメータ，インストルメンテーショ

ン，アスペクト，管理テンプレートをどのように設定すべきか。

Mikeは，FTPサーバに関連付けられている一連のCI全体の管理ソリューションを作成しようと考えました。こ

のために，Monitoring Automationのいくつかの機能について検討しました。

Mikeはポリシー・テンプレートを使用して監視タスク，パラメータ，インストルメンテーションの詳細を定義し，柔

軟性を向上させます。次に，アスペクトを作成して設定を効率化します。また，管理テンプレートを使用して，

FTPサーバの監視プロセスに使用するすべてのアスペクトをグループ化し，監視構成を特定のCIに割り当てま

す。

Mikeは，アスペクトの自動割り当てと条件付きデプロイメントを使用することによって，監視ソリューションを独

立させることを検討しています。

その他のタスク
MikeがFTPサーバに対し監視および状況保守プロセスを強化するために完了する，さまざまなタスクがありま

す。次のタスクのうち 1つ以上を行うことがあります。

l FTPサーバに対して収集されるメトリクスを要約するグラフを作成し，それらを FTPサーバCI タイプに割り当

て，自動的に表示されるようにする。

l FTPサーバを再起動するためのOMiツールを作成します。

l 複数の操作ラン・ブックを作成する。たとえば，Mikeは FTPサーバから古いファイルを削除するためのラン・

ブックを作成できます。

l 監視アーティファクトを含むコンテンツ・パックを作成する。

l 特定の識別されたディスク問題を特定のFTPサーバ問題にマッピングするための相関ルールを作成する。

Mikeには重要な役割があります。彼は必要なメトリクス，およびその取得方法を予測し，データを収集し問

題を解決するための関連プロセスを定義します。

OMiコンセプト・ガイド

第4章 :監視開発者のワークフロー
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その他のロール
監視開発者のMikeは，新しいアプリケーションとCIを監視プロセスに統合します。これらは ITオペレーション・

システム管理者であるMatthewによって，オペレータのDaveや同僚が使用できるように設定されます。また，ア

プリケーションの専門家のAliceや同僚が使用できるように管理ソリューションを開発します。

その他の人物に関する洞察については，次を参照してください。

l システム管理者。

「ITオペレーション・システム管理者のワークフロー」(36ページ)を参照

l オペレータ。

「オペレータのワークフロー」(28ページ)を参照

l アプリケーションの専門家。

「アプリケーションの専門家のワークフロー」(39ページ)を参照

OMiコンセプト・ガイド

第4章 :監視開発者のワークフロー
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第5章 : ITオペレーション・システム管理者
のワークフロー

「Operations Manager iの概要」の章では，オペレーション・ブリッジ

の概念について学びました。OMiは完全な Business Service
Management ソリューション向けのオペレーション・ブリッジで，イベン

トおよびパフォーマンス管理の中心となる場所を提供します。

「オペレータのワークフロー」の章では，オペレーション・ブリッジで必

要に応じていつでも迅速な応答を可能にするためのすべての操

作イベントの完全なビューが提供されることを学習しました。より効

率的に実行するためには，誰かがオペレーション・ブリッジを設定

し，最適化する必要があります。これは， ITオペレーション・システ

ム管理者としてのMatthewのタスクです。

Matthewは見えない所でオペレーション・スタッフのための効率的な

監視環境を設計しています。自分のロールで，彼は継続的な保

守の保証，ユーザおよびユーザ・ロールの管理，監視プロセスを微

調整するための機会の調査を行います。オペレーション・システムを

設計し，その他のユーザが日常的に使用できるようにプロセスを整

備します。新しいスクリプトを作成し，できるだけ多くのプロセスを自

動化することが彼の専門です。

Matthewはオペレーション環境に関して熟知し，アプリケーション間

の依存関係を理解し，できるだけ効率的な環境を設定する必要

があります。

インストールおよび設定タスク
Matthewには，OMiをインストール，設定，およびHPE Operations OrchestrationやHPE ServiceManagerな
どのほかのアプリケーションと統合するためのグローバルな専門知識があります。また，HPE Network Node
Manager i (NNMi)やOMシステムなどのさまざまなソースからのイベント転送を設定します。

また，MatthewはOperations Agent，SiteScopeなどの必要な監視ツールをインストールして監視プロセスを有

効にします。

Matthewは管理パックまたはカスタム・コンテンツ・パックをインストールおよび保守します。

必要に応じて，MatthewはHP BSM Connectorをインストールし，Microsoft System Center Operations
Manager(SCION)などのサードパーティ・ドメイン・マネージャとの統合支援を行います(SCION)。

Matthewには次の3つの作業範囲があります。

l OMiインストールの監視

l 環境の調整

l インフラストラクチャ設定の調整

l ユーザとユーザ・ロールの設定
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OMiインストールの監視

Matthewには専門知識があり，OMiの経験があります。彼はOMiをインストールし，それを正しく設定する方

法を理解しています。彼は必要な OMiコンポーネントのエンド・ツー・エンド・インストール・プロセスを設計および

管理し，OMiと統合が必要なアプリケーションを決定します。これらのアプリケーションには，その他のHPEソ

リューションと，Microsoft SCOMなどのサードパーティ・アプリケーションが含まれています。

複雑性は Information Technology Infrastructure Library(ITIL®)の原理による，複数のインフラストラクチャおよ

びエンタープライズ・ビジネス・アプリケーションとの統合から発生します。目的は，相互にシームレスに動作する

独立したアプリケーションの設定と構成です。それぞれのアプリケーションは独立して動作しますが，その他のア

プリケーションと効率的に通信します。

環境の調整

Matthewは接続したすべてのサーバを設定します。次に，イベントと通知を転送するためのルールを設定し，イ

ベント通知の受信者を決定します。場合によっては， イベント応答はMatthewが特定する，または生成する

カスタム・スクリプトを使用することです。最後に，特定のユーザ・グループに新しいイベントを割り当てるプロセス

を設計します。これらは，OMiで各イベントが正しいグループまたは個人に自動的に割り当てられるようにする

ためのルールベースのフィルタです。

インフラストラクチャ設定の調整

これらの設定では，必要な専門知識の大部分が示されます。設定を変更する場合，Matthewはその結果発

生するオペレーション環境への影響について理解している必要があります。たとえば，監査ログへの書き込み内

容を制限すると，特定のイベントの詳細が省略されます。その他の設定では，環境の異なる側面 (SSL証明

書サーバなど)，関連イベントの管理方法，重複イベント管理が表されます。

ユーザとユーザ・ロールの設定

Matthewは，ユーザ・ロールと，これらのロールに付随する権限と制限を定義します。ユーザ・ロールは，それぞ

れの権限を個別に設定するのではなく，同じ権限をユーザに割り当てるための一般的な方法です。新しいオ

ペレータまたは監視開発者がスタッフに加わると，Matthewはそれをシステムに追加し，事前定義されている

ユーザ・ロールのいずれかを割り当て，そのユーザ・ロールが割り当てられているその他の人々と同じ権限と制限

が自動的に付与されるようにします。

その他の作業範囲
その他の作業範囲は次のとおりです。

l 事前定義された時刻に実行するイベント処理インタフェース(EPI)スクリプトの決定

l カスタム・アクションの定義

l 異なるユーザ向けのワークスペース・ページおよび監視ダッシュボードの定義

OMiコンセプト・ガイド

第5章 : ITオペレーション・システム管理者のワークフロー
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継続タスク
初期インストールと設定の後，恩恵を受けるのはそのタスクが監視を行うイベントの管理であるオペレータです。

Mikeは毎日のタスクを簡素化する環境をオペレータのDaveに配布し，Daveが重要なイベントに対しできる

だけ迅速かつ効率的に対応できるようにします。

初期設定後，保守はユーザが変更を要求するまで自動的に行われます。また，多くの環境は新しい要求に

合わせて時間とともに変わる必要があります。監視開発者であるMikeは，Mikeがインストールするための新し

い，または更新されたコンテンツ・パックを送信することがあります。企業が成長するにつれ，Mikeは新しいユー

ザを追加し，それぞれに適切なユーザ・ロールと権限を割り当てる必要があります。Mikeは必要に応じて

Operations Agentのパッチをデプロイする場合があります。

また，Mikeは日単位のオペレーションから，イベント転送と通知のため自分のオリジナル・モデルの一部を変更

する必要があることがわかります。新しい状況が発生すると，Mikeは既存するスクリプトを使用するか，新しい

応答モデルを作成するかを決定します。環境の調整により，オペレーションがさらに効率的に，監視がさらに効

果的になります。

オペレーション・ブリッジ
単一の IT傘下のアプリケーション，専用サーバ，関連ソフトウェアおよびハードウェアを含むすべてのインフラスト

ラクチャ・オペレーションを集めることにより，企業のサービス・レベルの目標を達成することが可能です。Mikeの
ロールはこの高性能環境を設定し，OMiをオペレーション・ブリッジとして使用することです。すべてのコンポーネ

ントが同時に作動し，必要な内部ビジネス・サービスを従業員に配布し，ポータル・サービスまたはその他のアプ

リケーション可用性を外部カスタマに提供します。99.999%の応答を確実にするためのサーバ・アレイ，アプリ

ケーション，CIなどを含む国際銀行業務環境があるとします。このタイプのコミットメントには，Mikeが提供する

優れた設計のオペレーション環境が必要です。

その他のロール
ITオペレーション・システム管理者であるMatthewは，オペレータのDaveや同僚が使用するためのオペレーショ

ン・ブリッジ(監視開発者のMikeによって開発されたコンテンツを含む)を設定し，最適化します。

その他の人物に関する洞察については，次を参照してください。

l 監視開発者。

「監視開発者のワークフロー」(33ページ)を参照

l オペレータ。

「オペレータのワークフロー」(28ページ)を参照

OMiコンセプト・ガイド

第5章 : ITオペレーション・システム管理者のワークフロー
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第6章 :アプリケーションの専門家のワークフ
ロー

「Operations Manager iの概要」の章では，オペレーション・ブリッジ

の概念について学びました。OMiは完全な Business Service
Management ソリューション向けのオペレーション・ブリッジで，イベン

トおよびパフォーマンス管理の中心となる場所を提供します。

また，Monitoring Automationがアプリケーションおよびサービスの柔

軟な監視ソリューションを作成する際にどのように役立つかについ

ても確認しました。

「監視開発者のワークフロー」の章では，何をどのように監視する

べきかという会社のポリシーに従って監視ソリューションを設計する

Mikeを紹介しました。

Aliceは特定のアプリケーションまたはサービスに関するアプリケー

ションの専門家で，アプリケーションが実行されるシステムについて，

またアプリケーションの使用方法について最も良く知っています。

AliceはMikeにより開発された管理テンプレートのデプロイを担当

しており，その作業範囲となる実際のアプリケーション・インスタンス

を監視します。

インストールおよび設定タス
ク

担当するシステムの監視を開始する前に，Aliceはアプリケーション監視の際に使用される値を調整します。監

視開発者 Mikeにより管理テンプレートに設定された値は，Aliceが担当するアプリケーションのタイプの監視ア

プリケーションに対応する会社規模の標準を反映しています。Aliceは，場合によっては，これらの値の一部を

作業範囲である特定のアプリケーション・インスタンスに合わせて調整する必要があります。彼女は管理テンプ

レートまたは自動割り当てルールで値を変更する必要があるかどうかを決定します。また，手動で特定のアプリ

ケーション・インスタンスを表す特定のCIの値を上書きするかどうかを決定します。

l OMiによって，管理テンプレートに設定されたトポロジ・ビューに構成アイテム・タイプのインスタンスが検出され

ます。ここで Aliceが行うことは，管理テンプレートに対して可能な自動割り当ての定義のみです。管理テン

プレートの自動割り当ての設定が完了すると，OMiは管理テンプレートの構成アイテム・タイプを検出された

構成アイテム・インスタンスに一致させ，これらの監視に必要なアスペクトを自動的にデプロイします。

l さらに制御する必要がある場合，Aliceは管理テンプレートまたはアスペクトを検出された構成アイテムに手

動で割り当てることができます。この処理の後にOMiによって管理テンプレートにアスペクトがデプロイされま

す。
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継続タスク
AliceはたとえばDaveのようなオペレータから実際の問題が発生していないのに複数のイベントが生成される

場合などに連絡を受ける場合があります。これは低すぎる間違ったしきい値によって生じる可能性があります。

この場合，Aliceは自動割り当てルールまたは管理テンプレート内で監視設定を微調整して，特定のCIのし

きい値のパラメータを変更します。

その他のロール
アプリケーションの専門家のAliceは，監視開発者のMikeにより開発された管理テンプレートを使用して，作

業範囲のアプリケーション・インスタンスに関する監視プロセスを調整および開始します。監視プロセスによってイ

ベントが生成され，オペレータのDaveによって処理されます。

その他の人物に関する洞察については，次を参照してください。

l 監視開発者。

「監視開発者のワークフロー」(33ページ)を参照

l オペレータ。

「オペレータのワークフロー」(28ページ)を参照

OMiコンセプト・ガイド

第6章 :アプリケーションの専門家のワークフロー
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サマリ
Operations Manager iをインストール，設定し，その日常のオペレーションを管理するさまざまなユーザについて

学習した後は，すべてを最適なレベルで実行するためには複数のスキル・セットが必要であることがわかります。

このガイドで説明されているロールのいずれかを果たす可能性があります。そのロールが何であれ，自分のワー

ク・グループがいかに適切に内部カスタマに価値を提供するかについて差をつけることができます。
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ドキュメントのフィードバックの送信
このドキュメントに関するご意見は，電子メールでドキュメント・チームまでお寄せください。このシステムで

電子メール・クライアントが設定されている場合，上記のリンクをクリックすると，件名の行に次の情報を

含む電子メール・ウィンドウが開きます。

OMi コンセプト・ガイド (Operations Manager i 10.10)に関するフィードバック

フィードバックを電子メールに追加し，［送信］をクリックしてください。

電子メール・クライアントを使用できない場合は，上記の情報をWebメール・クライアントで新しいメッ

セージにコピーし，フィードバックを ovdoc-asm@hpe.comに送信してください。

ご意見ありがとうございます。

Go OMi!

mailto:ovdoc-asm@hpe.com?subject=Feedback on OMi  (Operations Manager i 10.10)
https://hpln.hpe.com/group/operations-manager-i-omi
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